
平成21年度東北森林管理局インターンシップを受け入れ

ふれあいセンターでの

インターンシップを振り返って

山形大学院農学研究科 坂尾民恵

私が朝日庄内森林環境保全ふれあいセンターでのイ

ンターンシップを希望した理由は、二つあります。ま

ず、一つ目は、環境保全に係わる仕事に興味があった

からです。ある地域の自然を保全しようというときは、

自然保護団体や地元住民の方々の協力が欠かせないと

思います。ふれあいセンターでの仕事を体験すること

で、地元の皆さんとの係わり方を学びたいと考えまし

た。二つ目は、私は今年庄内に住んで4年目になりま

すが、庄内の森林や、その森林を保全する為にどのよ

うな活動がされているかをほとんど知りませんでし

た。今回の実習で庄内での保全活動について学びたい

と思ったのです。

一週間の実習を

通して私は、環境

を保全するために

は、野生の動植物

に対して働きかけ

る事と同様に、地

域住民の方々に協力して頂けるように働きかける事も

大切だということを学びました。特に西荒瀬保育園の

「チョッキン草刈隊」や戸沢村の｢土湯の森づくり｣な

ど子ども達を主役とした活動をすることで、幼い頃か

ら環境保全への意識を高めることが、将来の環境保全

で重要な役割を果たすということが印象に残りまし

た。そして、このようなイベントに参加する方々が活

動をしやすくする為の準備や、イベントの合間の植栽

した稚樹の手入れなど、見えない所での職員の皆さん

の働きが活動を支えているということも知ることがで

きました。

短い間でしたが、仕事として環境保全に係わるとい

うことを学ぶことが出来、とても収穫の多い実習とな

りま し

た。

８月５日から11日まで、平成２1年度東北森林管

理局インターンシップを受け入れました。この制

度は、実際の行政実務に接することにより、学生

の学習意欲を喚起し、高い職業意識を育成すると

ともに、国有林野事業及び林野行政に対する理解

を深めてもらうことを目的として実施しているも

のです。今年は、山形大学、日本大学の３名の学

生が、ふれあいセンターが行っている森林生態系

保護地域の保全管理や自然再生・森林環境教育等

の業務について実習しました。

若いエネルギーに接し、職員も若返った一週間

でした。３名の実習後のレポートをご紹介します。

前列左から坂尾さん、佐藤君、塚本君

実習内容

月 日 内 容

８月５日（水） オリエンテーション、局からセンターに移動

ふれあいセンターの事業概要説明等
８月６日（木）

高舘山・庄内海岸林巡視活動

モニタリング調査（センサーカメラ設置）
８月７日（金）

室内業務

８月８日（土） 土湯の森自然再生活動実践

８月９日（日） 朝日山地巡視活動（古寺鉱泉～小朝日岳）

緑の回廊巡視（鳥海山）
８月10日（月）

モニタリング調査（センサーカメラ回収・解析）

８月11日（火） 室内業務・オリエンテーション



インターン実習

日本大学 生物資源科学部 佐 藤 剛

第一回の活動では庄内海岸へ海岸林の観察に行っ

た。私が普段利用している湘南海岸林に比べクロマツ

一本一本が大きく、またその海岸林ができるまで長い

歴史があるという事が分かった。

第二回の活動では緑の回廊形成のため旧最上川スキ

ー場まで行った。現地では更新が進んでいる部分とそ

うでない部分がはっきり分かれていて、その補充にあ

たった。

第３回の活動では小

朝日岳で登山パトロー

ルを行った。本来は大

朝日岳まで行く予定だ

ったが、天候状況が悪

く断念する事になっ

た。しかし、これでまた来年もこの庄内に来る予定が

できた。

このインターン実習では、この庄内の森林について

知ることができた。一番印象に残ったのは、ブナハム

シによるブナの葉の変色についてだった。ブナ林の山

を遠くから見ると夏なのに秋の紅葉のようにオレンジ

に染まっていて不思議な感じがした。しかし、この状

態が広域の山域に広がっているのを見ると、今後の状

況が心配になった。

またこの実習中、公

務員の仕事とはどうい

うものかを少しだけ見

ることが出来たと思

う。地域の人も含め様

々な人の意見を取り入

れていかなければならないこの仕事はただ「森林が好

きだ」では勤まらない、大変な仕事だと思った。また、

ここでの経験を自分の仕事を決める時に生かしたいと

思った。

ふれあいセンターでの５日間

日本大学 生物資源科学部 塚本 智也

今回、インターンシップという形で森林環境保全

ふれあいセンターのみなさんにいろいろな場所へ連

れて行って頂き、いい思い出がたくさんでき、とて

も有意義なインターンシップになったと思います。

初日は酒田市周辺のクロマツ林の見学に行ってき

ました。今では立派なクロマツ林が成立しています

が、ここまで育つには先人たちの苦労があってこそ

のクロマツ林なのだと知りました。

スキー場跡地を緑に戻すための整備も行いまし

た。今はまだ林と呼べる段階ではないのですが、月

日が経ち、周りと変わらないブナ林になることを願

っています。

朝日連峰へパトロールにもでかけました。生憎

の天気のため、視界は良くなかったのですが、なん

とか小朝日岳までは登ることができました。ここで

はブナの葉に付き、葉を茶色く変色させる原因であ

るウエツキブナハムシや、とても素早く飛ぶハリオ

アマツバメを見ることができ、貴重な体験になった

とおもいます。紅葉

がきれいだというこ

となので、秋にまた

登ってみたいと思い

ました。

最後に、所長をは

じめとする森林環境保全ふれあいセンターの職員の

皆さんのおかげでこのインターンシップが充実した

ものになりました。今回の経験を大学生活にいかし

ていきたいと思います。短い期間ではありましたが、

本当にありがとうございました。


